
 

令和６年１２月１４日（土） 

さいたま文学館 文学ホール（桶川市若宮1-5-9） 

定員:２００名（先着順）入場無料  開場１３：００ 

第１部（１３：３０～） 

・開催セレモニー 

・小・中学生の代表による人権作文の朗読 
    

            第５１回 

◇主 催：桶川市・桶川市教育委員会 

◇共 催：北朝鮮に拉致された日本人を救出する 

     埼玉の会 

◇後 援：桶川市人権擁護委員会 

     桶川市人権教育推 進協議会          

▶ 問合せ：自治振興課  

      人権・男女共同参画課  

      生涯学習・スポーツ推進課 

☎ ０４８-７８６－３２１１ 

 

 拉致被害者パネル展 
 （市民ホールギャラリー） 

同時開催  

 

 

 北朝鮮拉致被害者・ 

田口八重子さんの子。 

1歳で母・田口八重子 

さんが拉致され、21歳 

のときにその事実を知 

らされる。2004年に自 

ら田口八重子さんの子 

であることを表明し、 

以後、北朝鮮による拉致被害者家族連絡会で活動

を続ける。『母が拉致された時 僕はまだ一歳

だった』（双葉社）の原作・監修がある。 

講師プロフィール 

第２部（１４：１５～） 

・アニメ「めぐみ」の上映（約30分）  

・講演「北朝鮮による拉致被害者の 

          救出のために」（約40分） 

  講師：飯塚 耕一郎氏 

    （北朝鮮による拉致被害者家族連絡会事務局長）  

・「ふるさと」合唱 


